
④④学学校校法法人人北北里里研研究究所所のの沿沿革革

（大正 ）年 北里柴三郎、現在地に北里研究所設立（ 月 日）

（大正 ）年 社団法人北里研究所 認可

（昭和 ）年 北里柴三郎生誕 年記念事業として土筆ヶ岡養生園跡地に

附属病院を再建

（昭和 ）年 北里衛生科学専門学院（白金）を開設

（昭和 ）年 家畜衛生研究所を開設

（昭和 ）年 創立 周年記念事業として学校法人北里学園を創立、北里大学

を設置 衛生学部を開設

（昭和 ）年 薬学部を開設

（昭和 ）年 畜産学部を開設

（昭和 ）年 大学院衛生学研究科を開設

北里学園衛生科学専門学院（十和田）を開設

（昭和 ）年 大学院薬学研究科を開設

教養部を開設

（昭和 ）年 北里高等看護学院（白金）を開設

（昭和 ）年 医学部を開設

大学院畜産学研究科を開設

（昭和 ）年 北里大学病院を開院

（昭和 ）年 東洋医学総合研究所を開設

水産学部を開設

北里相模原高等看護学院（相模原）を開設

（昭和 ）年 大学院医学研究科を開設

大学院水産学研究科を開設

（昭和 ）年 畜産学部及び大学院畜産学研究科を獣医畜産学部、大学院

獣医畜産学研究科に改称

（昭和 ）年 北里本館建物を博物館明治村に移築保存

（昭和 ）年 北里保健衛生学院（新潟）を開設

北里相模原高等看護学院を北里看護専門学校（相模原）に改称

（昭和 ）年 北里保健衛生学院を北里保健衛生専門学院（新潟）に改称

（昭和 ）年 看護学部を開設

北里大学東病院を開院

東洋医学総合研究所が日本初の 伝統医学協力センターに指

定

（昭和 ）年 バイオイアトリックセンターを開設

（昭和 ）年 北里看護専門学校（相模原）を閉校

（平成元）年 創立 周年記念事業として北里研究所メディカルセンター病院

を開院

北里学園衛生科学専門学院（十和田）を閉校

（平成 ）年 大学院看護学研究科を開設

（平成 ）年 生物機能研究所を開設

（平成 ）年 生物製剤研究所（旧技術部）と家畜衛生研究所を埼玉県北本市

に移転

研究部を基礎研究所に改称

（平成 ）年 衛生学部を改組し理学部及び医療衛生学部を開設

北里看護専門学校（北本）を開設

北里保健衛生専門学院を北里大学保健衛生専門学院（新潟）に改

称

（平成 ）年 教養部を一般教育総合センターに改組

（平成 ）年 北里衛生科学専門学院（白金）を閉校

（平成 ）年 大学院基礎生命科学研究科及び大学院医療系研究科を開設

一般教育総合センターを一般教育組織に改組

（平成 ）年 バイオイアトリックセンターを臨床薬理研究所に改称

北里高等看護学院（白金）を閉校

（平成 ）年 北里生命科学研究所を開設

（平成 ）年 大学院感染制御科学府を開設

家畜衛生研究所を改組し生物製剤研究所と統合

（平成 ）年 一般教育組織を一般教育部に改組

（平成 ）年 獣医畜産学部を獣医学部に改組

大学院基礎生命科学研究科を大学院理学研究科に改称

北里大学感染制御研究機構を開設

（平成 ）年 社団法人北里研究所を解散、学校法人北里学園と統合し学校

法人北里研究所が発足

水産学部を海洋生命科学部に改称

北里看護専門学校を北里大学看護専門学校（北本）に改称

（平成 ）年 基礎研究所を改組し北里生命科学研究所と統合

（平成 ）年 臨床試験事業本部を開設

（平成 ）年 大学院獣医畜産学研究科を大学院獣医学系研究科に改称

第一三共株式会社との合弁会社「北里第一三共ワクチン株式会

社」を設立（生物製剤研究所を合弁会社へ移行）

海洋生命科学部の教育・研究の拠点を三陸から相模原に移転
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水産学部を海洋生命科学部に改称

北里看護専門学校を北里大学看護専門学校（北本）に改称

（平成 ）年 基礎研究所を改組し北里生命科学研究所と統合
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（平成 ）年 北里大学創立 周年

大学院水産学研究科を大学院海洋生命科学研究科に改称

（平成 ）年 北里研究所メディカルセンター病院を北里大学メディカル

センターに改称

臨床薬理研究所及び臨床試験事業本部を廃止し、臨床研究機構

を開設

（平成 ）年 北里研究所創立 周年

海洋生命科学部附属三陸臨海教育研究センターを開設

（平成 ）年 大村 智特別栄誉教授の 年ノーベル生理学・医学賞受賞

及び文化勲章受章記念祝賀会を開催

北里大学感染制御研究機構釜石研究所を廃止

（平成 ）年 北里第一三共ワクチン株式会社に係る第一三共株式会社との

合弁事業化契約を解約

（平成 ）年 臨床研究機構を廃止

（令和 ）年 北里大学東病院を閉院（休院）

北里生命科学研究所を大村智記念研究所に改称

（令和 ）年 北里大学創立 周年

（令和 ）年 未来工学部を開設

東洋医学総合研究所を改組し、診療部門（漢方・鍼灸）を北里

研究所病院に組入れ、教育・研究部門を薬学部の附置研究所と

して統合

北里大学感染制御研究機構（関連施設）を北里大学感染制御教

育研究センター（附属施設）に改組

（令和 ）年 大学院未来工学研究科を開設

健康科学部を開設

 

（（２２））研研究究科科のの概概要要  

①医療系研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

【医療系研究科】 

医療系研究科では、基礎医科学と臨床医学との密接な連携を可能にするプロジェクト教育体制を

布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職を養成するた

め、医療人間科学分野の科目を必修としています。さらに、専門職の受験資格を取得できるコース

も設置しています。これらの取り組みを通じて、時代のニーズにかなった科学的洞察力を持つ高度

専門職・教育者・研究者を養成することを教育の目的としています。 
 

［医科学専攻（修士課程）］ 

 医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、先進的な医科学の知識と技術を備えた教育・研究者

及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人を養成するため、（1）臨床医科学のみならず基礎医科

学の視点からも問題を解決できる能力、（2）多様な臨床課題を分析し、チーム医療の下で解決に導

くことができる能力、（3）医療倫理に関する高い見識に基づいた医療を実践できる能力の涵養を教

育の目的としています。 
 
［医学専攻（博士課程）］ 

 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人を養成するため、（1）基礎医学及び臨床医学の先端

的研究に基づいた医療の発展に寄与できる能力、（2）チームの中心となって多様な臨床課題を解決

し先進医療を担うことができる能力、（3）人間性に対する深い洞察力により全人的医療を実践でき

る能力の涵養を教育の目的としています。 
 

②教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

【医療系研究科】 

 医療系研究科では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実施

しています。 
（1）医学・医科学の特定の専門領域の知識や研究動向を十分に学ぶことができる授業を行います。 
（2）専門領域の研究手法を身につけられる授業、研究指導を実施します。 
（3）チームの中で研究を進める力を高められる授業、研究指導を実施します。 
（4）医学に関して高い見識を持つことができる授業を行います。 
（5）医学・医科学研究や医療の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる 

授業を行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、専門科目に加えて、医療人間科学を含 

む共通教育科目と多様な内容の特別講義を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 

〔医科学専攻（修士課程）〕 

 医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づ
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